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特別損失の計上及び2026年8月期通期連結業績予想と 
実績値との差異に関するお知らせ 

 

2025年10月15日に公表いたしました2026年８月期通期連結業績予想と本日公表の実績値に差

異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 特別損失の計上及び連結業績予想と実績値の差異について 

（１） 特別損失の計上 

BizTAP IVR及びBizTAP事業に係るのれん及びソフトウエアに減損の兆候があり、割引前キャッ

シュ・フローの総額が帳簿価額を下回ったため、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失99百万円を特別損失に計上しました。 

    

（２）2026年８月期 通期連結業績予想と実績値との差異（2025年９月１日～2026年８月31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

3,360  254  250  161  96.88 

実績値(B) 3,163  122  118  △56 △33.64 

増減額（B-A） △197 △131 △131 △218   

増減率（％） △5.9 △51.8 △52.5 △135.0   

(ご参考)前期実績 

（2025 年８月期） 
2,834  178  175  118  70.98 

 

（３）差異の理由      

2026年８月期の連結業績につきましては、主力の音声ソリューション事業において、クラウド

PBX「INNOVERA」のアカウント数及びIP電話サービス「IP-Line」のチャネル数が増加したことに

より、音声ソリューション事業の売上高は前年同期比12.6％増と順調に推移いたしました。 

一方、光回線取次事業における競争激化や取次条件の変動等を背景として、当該事業を担う株

式会社Ｎ’ｓカンパニーの全株式を2026年５月１日付で売却し、同事業から撤退したことなどに

より、連結売上高は前回発表予想を下回る結果となりました。 

また、連結決算における親会社株主に帰属する当期純利益つきましては、上記（１）の特別損

失を計上したことにより前回予想を下回りました。 

以上 


